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本発表では、450 度の等温焼鈍過程で発見された<100> 型ループによる 1/2<111> 型転位のデコレーシ

ョンとヘリカル化について g・b 解析および MD シミュレーション結果を示す。 
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1. 緒言 

本研究では、透過電子顕微鏡内のその場焼鈍観察による照射欠陥の熱的安定性評価結果を示す。 

 

2. ＴＥＭ内その場照射後焼鈍試験 

2-1. その場WB-STEM 

図 1(a)には 450 度でその場焼鈍中の転位ループの挙動を示す。不安定な 1/2<111> 型転位ループが転位近傍で

安定化している <100>型ループに取り込まれる過程を可視化することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. 転位ループの g・b定量解析 

次に、450 度の等温焼鈍過程で発見された<100> 

型ループによる 1/2<111> 型ループのデコレーショ

ンとヘリカル化について g・b解析および MD シミュ

レーション結果を示す。図 2 は 500度でのループデ

コレーションのシミュレーション結果である。従来

は、熱的に不安定で小さな障害物強度因子と扱われ

ていた格子間原子型 1/2<111>転位ループについて

も、第４世代原子炉の駆動温度よりも低い 500度程

度の等温保持状態で他の転位ループや刃状転位と

反応しそれらをより硬くする脆化機構も明らかに

なった 
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図 1：450度焼鈍中の転位ループの挙動。[001]入射から散乱条件 g＝[1-10],(g,3g)で測定。 

 

 

図２：２つの転位ループの相互作用。Cr が

偏析している場合には<100>ループ（マジ

ェンダ色）に 1/2<111>ループ（緑色）が吸

収されデコレーションが起こる。 
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